
 
 
 

四気＝川越中校訓「やる気 ほん気 こん気 げん気」 
 

人権作文コンテストへの長年に渡る全校生徒の取り組みと、一人一人の人権作文に込められ

た子どもたちの人権感覚あふれる想いに対して、そして、関わることを通して人権が大切にさ

れる「仲間づくり」を学校運営の中心に置いた教育活動に対しての功績を、法務省人権擁護局

長と、全国人権擁護委員連合会会長の連名にて『感謝状』が川越中学校に贈呈されました。 
３月１５日（金）川越町人権擁護委員の牧野さんから、全校生徒及び教職員を代表して、校

長が「感謝状」を受け取らせていただきました。 

 

今年度も１２月１０日（日）四日市市文化会館において『人権作文コンテスト三重県大会三泗地区予

選の入賞者表彰式』が行われ、今年度の人権作文コンテスト三重県大会三泗地区予選会には三泗地

区内のすべての中学校から、「３，８４５編の人権作文」が応募され、９名の人権作文が三泗地区予選

で入賞いたしました。三泗地区代表の９名の入賞者の中で、川越中学校からは２年山下芽生さん（最

優秀作品賞）と卒業した３年生の加藤緑羽さん（優秀作品賞）２名の生徒作品が入賞というすばらしい

結果となりました。昨年度の６名の入賞に続き大変嬉しい結果となりました。２年生の山下芽生さんの

人権作文は、１２月１０日（日）の中日新聞朝刊【三重県版】に、三重県人権作文コンテストにおいて「奨

励賞」も合せて受賞をいたしました！また、表彰式と合せて、自身が書いた人権作文を朗読する時間も

ありました。 

  この人権作文コンテストは昭和５６年（いまから４１年前）から始まった取り組みです。きっと保護者の

皆さまも中学校時に人権作文に取り組んでいただいた経験もおありかと思います。そんな伝統のある

人権作文コンテストには、川越中学校からも毎年の夏休みの課題として全校生徒を対象として実施し

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより４６号最終号 
令和６年３月２５日 

修了式。1年間子どもた
ちと先生方の頑張り 

川越中学校が大切にしている１年間の成果！嬉しいお知らせを通じて・・・。

子どもたちと教職員がこれからも大切にしたいこと。 

人権作文コンテストへの全校での取り組みに対して、三重県で３校に「感謝状」

が贈られました。その内の 1 校が川越中学校です。これからも川越中学校では 



ている大切な取り組みです。今年度の川越中学校のみなさんの人権作文には、中学校で学んだ人権

学習について考えたこと、日々の生活の中で疑問に思ったこと、友だちのこと、家族のことを取り上げ

たり、障がいを持つ人の人権、外国にルーツを持つ人にかかわる人権、男女平等、LGBT にかかわる

こと、そして今年度は戦争と人権について取り上げる人もいました。このように人権にかかわって様々

な視点を持ちながら人権作文に取り組んでくれました。特に２年生、３年生では川越中学校で学んだ 

人権学習について考えたことや学んだこと、疑問に思ったこと、そしてその学んだことを活かして考えた

ことなどを題材にして取り組んでくれた仲間が多かったのが印象に残っています。 

  川越中学校は令和２年度から三重県の人権教育研究指定校事業を受け、「互いの人権を尊重し、

仲間とともに差別をなくそうと行動できる生徒の育成」という研究主題のもと、『人権学習』を時間をかけ

て大切に取り組んできました。４年目を迎える現在でも、『仲間づくり』を学校の主たる活動の中心に置

き、「すべてが仲間づくりにかかわる学びの場」として教職員が子どもたちとともに学校づくりをすすめ

てきました。 

川越中学校の人権作文には、様々な身近な課題や問題などを「他人事」ではなく、

「自分事」として考え、悩み、気づき、そして少しずつでも行動にしていこうという内容が

多かったことも本当に嬉しいことでした。まだまだ川越中学校には様々な課題がありま

す。友だち関係に悩む生徒、自分自身の進路に悩み考える生徒、自分の家族のことな

ど・・・・。だからこそ、川越中学校では、これからも人権学習を大切に進めていきます。 

これは、先生方が本当に大切にしている「通信」の取り組みの成果でもあります。各

学年通信や各クラス通信での子どもたちの言葉を綴り、その言葉に対して先生の考え

方を子どもたちに共有し、クラス事、自分事として考える。そして、関わりの中で、子ども

たちが日々仲間を想いながら、仲間を大切にしながらの日常を送ってきた成果でもあり

ます。このように川越中学校では、これからも人権学習を通じて、自分を磨き、自分自身

を高め、これからの生きる力につながることを願って進めていきます。 

1 年間、本当にありがとうございました。令和６年度もよろしくお願いします。 
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人権学習について考えたことや学んだこと、疑問に思ったこと、そしてその学んだことを活かして考えた

ことなどを題材にして取り組んでくれた仲間が多かったのが印象に残っています。 

  川越中学校は令和２年度から三重県の人権教育研究指定校事業を受け、「互いの人権を尊重し、

仲間とともに差別をなくそうと行動できる生徒の育成」という研究主題のもと、『人権学習』を時間をかけ

て大切に取り組んできました。４年目を迎える現在でも、『仲間づくり』を学校の主たる活動の中心に置

き、「すべてが仲間づくりにかかわる学びの場」として教職員が子どもたちとともに学校づくりをすすめ

てきました。 

川越中学校の人権作文には、様々な身近な課題や問題などを「他人事」ではなく、

「自分事」として考え、悩み、気づき、そして少しずつでも行動にしていこうという内容が

多かったことも本当に嬉しいことでした。まだまだ川越中学校には様々な課題がありま

す。友だち関係に悩む生徒、自分自身の進路に悩み考える生徒、自分の家族のことな

ど・・・・。だからこそ、川越中学校では、これからも人権学習を大切に進めていきます。 

これは、先生方が本当に大切にしている「通信」の取り組みの成果でもあります。各

学年通信や各クラス通信での子どもたちの言葉を綴り、その言葉に対して先生の考え

方を子どもたちに共有し、クラス事、自分事として考える。そして、関わりの中で、子ども

たちが日々仲間を想いながら、仲間を大切にしながらの日常を送ってきた成果でもあり

ます。このように川越中学校では、これからも人権学習を通じて、自分を磨き、自分自身

を高め、これからの生きる力につながることを願って進めていきます。 

1 年間、本当にありがとうございました。令和６年度もよろしくお願いします。 



 
 
 

四気＝川越中校訓「やる気 ほん気 こん気 げん気」 
 

人権作文コンテストへの長年に渡る全校生徒の取り組みと、一人一人の人権作文に込められ

た子どもたちの人権感覚あふれる想いに対して、そして、関わることを通して人権が大切にさ

れる「仲間づくり」を学校運営の中心に置いた教育活動に対しての功績を、法務省人権擁護局

長と、全国人権擁護委員連合会会長の連名にて『感謝状』が川越中学校に贈呈されました。 
３月１５日（金）川越町人権擁護委員の牧野さんから、全校生徒及び教職員を代表して、校

長が「感謝状」を受け取らせていただきました。 
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で入賞いたしました。三泗地区代表の９名の入賞者の中で、川越中学校からは２年山下芽生さん（最

優秀作品賞）と卒業した３年生の加藤緑羽さん（優秀作品賞）２名の生徒作品が入賞というすばらしい

結果となりました。昨年度の６名の入賞に続き大変嬉しい結果となりました。２年生の山下芽生さんの

人権作文は、１２月１０日（日）の中日新聞朝刊【三重県版】に、三重県人権作文コンテストにおいて「奨

励賞」も合せて受賞をいたしました！また、表彰式と合せて、自身が書いた人権作文を朗読する時間も

ありました。 

  この人権作文コンテストは昭和５６年（いまから４１年前）から始まった取り組みです。きっと保護者の

皆さまも中学校時に人権作文に取り組んでいただいた経験もおありかと思います。そんな伝統のある

人権作文コンテストには、川越中学校からも毎年の夏休みの課題として全校生徒を対象として実施し
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ちと先生方の頑張り 

川越中学校が大切にしている１年間の成果！嬉しいお知らせを通じて・・・。

子どもたちと教職員がこれからも大切にしたいこと。 

人権作文コンテストへの全校での取り組みに対して、三重県で３校に「感謝状」

が贈られました。その内の 1 校が川越中学校です。これからも川越中学校では 



ている大切な取り組みです。今年度の川越中学校のみなさんの人権作文には、中学校で学んだ人権

学習について考えたこと、日々の生活の中で疑問に思ったこと、友だちのこと、家族のことを取り上げ

たり、障がいを持つ人の人権、外国にルーツを持つ人にかかわる人権、男女平等、LGBT にかかわる

こと、そして今年度は戦争と人権について取り上げる人もいました。このように人権にかかわって様々

な視点を持ちながら人権作文に取り組んでくれました。特に２年生、３年生では川越中学校で学んだ 

人権学習について考えたことや学んだこと、疑問に思ったこと、そしてその学んだことを活かして考えた

ことなどを題材にして取り組んでくれた仲間が多かったのが印象に残っています。 

  川越中学校は令和２年度から三重県の人権教育研究指定校事業を受け、「互いの人権を尊重し、

仲間とともに差別をなくそうと行動できる生徒の育成」という研究主題のもと、『人権学習』を時間をかけ

て大切に取り組んできました。４年目を迎える現在でも、『仲間づくり』を学校の主たる活動の中心に置

き、「すべてが仲間づくりにかかわる学びの場」として教職員が子どもたちとともに学校づくりをすすめ

てきました。 

川越中学校の人権作文には、様々な身近な課題や問題などを「他人事」ではなく、

「自分事」として考え、悩み、気づき、そして少しずつでも行動にしていこうという内容が

多かったことも本当に嬉しいことでした。まだまだ川越中学校には様々な課題がありま

す。友だち関係に悩む生徒、自分自身の進路に悩み考える生徒、自分の家族のことな
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これは、先生方が本当に大切にしている「通信」の取り組みの成果でもあります。各
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ます。このように川越中学校では、これからも人権学習を通じて、自分を磨き、自分自身

を高め、これからの生きる力につながることを願って進めていきます。 

1 年間、本当にありがとうございました。令和６年度もよろしくお願いします。 
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「自分事」として考え、悩み、気づき、そして少しずつでも行動にしていこうという内容が

多かったことも本当に嬉しいことでした。まだまだ川越中学校には様々な課題がありま

す。友だち関係に悩む生徒、自分自身の進路に悩み考える生徒、自分の家族のことな

ど・・・・。だからこそ、川越中学校では、これからも人権学習を大切に進めていきます。 

これは、先生方が本当に大切にしている「通信」の取り組みの成果でもあります。各

学年通信や各クラス通信での子どもたちの言葉を綴り、その言葉に対して先生の考え

方を子どもたちに共有し、クラス事、自分事として考える。そして、関わりの中で、子ども

たちが日々仲間を想いながら、仲間を大切にしながらの日常を送ってきた成果でもあり

ます。このように川越中学校では、これからも人権学習を通じて、自分を磨き、自分自身

を高め、これからの生きる力につながることを願って進めていきます。 

1 年間、本当にありがとうございました。令和６年度もよろしくお願いします。 



 
 
 

四気＝川越中校訓「やる気 ほん気 こん気 げん気」 
 

人権作文コンテストへの長年に渡る全校生徒の取り組みと、一人一人の人権作文に込められ

た子どもたちの人権感覚あふれる想いに対して、そして、関わることを通して人権が大切にさ

れる「仲間づくり」を学校運営の中心に置いた教育活動に対しての功績を、法務省人権擁護局

長と、全国人権擁護委員連合会会長の連名にて『感謝状』が川越中学校に贈呈されました。 
３月１５日（金）川越町人権擁護委員の牧野さんから、全校生徒及び教職員を代表して、校

長が「感謝状」を受け取らせていただきました。 

 

今年度も１２月１０日（日）四日市市文化会館において『人権作文コンテスト三重県大会三泗地区予

選の入賞者表彰式』が行われ、今年度の人権作文コンテスト三重県大会三泗地区予選会には三泗地

区内のすべての中学校から、「３，８４５編の人権作文」が応募され、９名の人権作文が三泗地区予選

で入賞いたしました。三泗地区代表の９名の入賞者の中で、川越中学校からは２年山下芽生さん（最

優秀作品賞）と卒業した３年生の加藤緑羽さん（優秀作品賞）２名の生徒作品が入賞というすばらしい

結果となりました。昨年度の６名の入賞に続き大変嬉しい結果となりました。２年生の山下芽生さんの

人権作文は、１２月１０日（日）の中日新聞朝刊【三重県版】に、三重県人権作文コンテストにおいて「奨

励賞」も合せて受賞をいたしました！また、表彰式と合せて、自身が書いた人権作文を朗読する時間も

ありました。 

  この人権作文コンテストは昭和５６年（いまから４１年前）から始まった取り組みです。きっと保護者の

皆さまも中学校時に人権作文に取り組んでいただいた経験もおありかと思います。そんな伝統のある

人権作文コンテストには、川越中学校からも毎年の夏休みの課題として全校生徒を対象として実施し

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより４６号最終号 
令和６年３月２５日 

修了式。1年間子どもた
ちと先生方の頑張り 

川越中学校が大切にしている１年間の成果！嬉しいお知らせを通じて・・・。

子どもたちと教職員がこれからも大切にしたいこと。 

人権作文コンテストへの全校での取り組みに対して、三重県で３校に「感謝状」

が贈られました。その内の 1 校が川越中学校です。これからも川越中学校では 



ている大切な取り組みです。今年度の川越中学校のみなさんの人権作文には、中学校で学んだ人権

学習について考えたこと、日々の生活の中で疑問に思ったこと、友だちのこと、家族のことを取り上げ

たり、障がいを持つ人の人権、外国にルーツを持つ人にかかわる人権、男女平等、LGBT にかかわる

こと、そして今年度は戦争と人権について取り上げる人もいました。このように人権にかかわって様々

な視点を持ちながら人権作文に取り組んでくれました。特に２年生、３年生では川越中学校で学んだ 

人権学習について考えたことや学んだこと、疑問に思ったこと、そしてその学んだことを活かして考えた

ことなどを題材にして取り組んでくれた仲間が多かったのが印象に残っています。 

  川越中学校は令和２年度から三重県の人権教育研究指定校事業を受け、「互いの人権を尊重し、

仲間とともに差別をなくそうと行動できる生徒の育成」という研究主題のもと、『人権学習』を時間をかけ

て大切に取り組んできました。４年目を迎える現在でも、『仲間づくり』を学校の主たる活動の中心に置

き、「すべてが仲間づくりにかかわる学びの場」として教職員が子どもたちとともに学校づくりをすすめ

てきました。 

川越中学校の人権作文には、様々な身近な課題や問題などを「他人事」ではなく、

「自分事」として考え、悩み、気づき、そして少しずつでも行動にしていこうという内容が

多かったことも本当に嬉しいことでした。まだまだ川越中学校には様々な課題がありま

す。友だち関係に悩む生徒、自分自身の進路に悩み考える生徒、自分の家族のことな

ど・・・・。だからこそ、川越中学校では、これからも人権学習を大切に進めていきます。 

これは、先生方が本当に大切にしている「通信」の取り組みの成果でもあります。各

学年通信や各クラス通信での子どもたちの言葉を綴り、その言葉に対して先生の考え

方を子どもたちに共有し、クラス事、自分事として考える。そして、関わりの中で、子ども

たちが日々仲間を想いながら、仲間を大切にしながらの日常を送ってきた成果でもあり

ます。このように川越中学校では、これからも人権学習を通じて、自分を磨き、自分自身

を高め、これからの生きる力につながることを願って進めていきます。 

1 年間、本当にありがとうございました。令和６年度もよろしくお願いします。 


